
 

 入園を希望された保護者の皆様 

進級される保護者の皆様 

 
稲城青葉会は、稲城市にある法人です。城山保育園上石原は、調布の上石原の地に法人の３園目として開園しました。 

ゆったりとした上石原の街並みに溶け込むような外観に、体験保育に基づいた遊び場のあるハウスが並んだ楽し

い園舎です。通りに面したお部屋のテラスから子どもたちの様子を感じることができます。  

子どもたちが過ごす保育園は、遊びの場であり、学びの場であり、生活の場です。遊び・学び・生活、様々な体

験を通して、人としての基本を身につけることは、何より大切なことではないでしょうか。木のぬくもりのある明

るい園舎で、子どもたちがのびのびと、多様な体験を通して成長できるよう取り組んでいきたいと考えています。 

また、園舎の横には、凸凹山児童公園があり、自然探索ができるような緑が多い環境です。近隣の環境を活かし、

自然と親しむ体験を多く経験させることで豊かな心と身体をはぐくみ、自立を見守っていきたいと思います。  

保護者の皆様とともに力を合わせて、日に日に成長する子どもたちの明るい未来の基礎づくりができたら幸いです。 

 

      園 長  城 所  理 恵 

 

 

城山保育園園歌     作詞 城所 真人  作曲 松本 隆 
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『城山の保育』と入園に際してご理解いただきたいこと（重要説明事項） 

稲城青葉会では、里山での保育、恵まれた自然環境の中で自然と親しむ体験保育を行っています。   

里山での活動または、自然環境の中での体験で子ども達の人格形成の基礎となる生きる力の土台を養ってい

きたいと考えています。当法人では、下記のようなことを大切に保育を進めて参ります。 

自分で考える力を 

自然そのものが「遊び道具」になります。木の枝や落ちている葉っぱ、小さな石など、「遊びたい」とい

う思いがあれば、子どもはそれらをどう使って遊ぶか考えていきます。大人が思いつかない遊びが始まるか

もしれません。使い方が決まっていない自然のものだからこそ、自由に考えたり、工夫したりできると思い

ませんか。発想を膨らますことが生きていくなかで大切な力を育てることにもなります 

自然や命の大切さ 

命の大切さを知ることは、生きていく上でとても大事なことです。生きているからこそ命があり、いつか

は終わりを迎えます。毎日の散歩中に見る花があるとします。「芽が出てきたね」「綺麗な花が咲いたね」

と話していても冬を迎えるころには、花は枯れてしまいます。枯れた花を見て、とても悲しく感じる子ども

もいるかもしれません。「命には限りがある」ということを知ることで、感情性が豊かな子どもになるとも

いわれています。「今この瞬間を大切にしないと、二度と同じ瞬間はやってこない」ということを、自然の

中ではたくさん実感することができます。「生きているとはどういうことか」ということも自然と感じるこ

とができるのではないでしょうか。 

自然の中で遊んで健康に 

自然の中で遊ぶときは、走り回ったり、木登りをしたりと、いつも以上に体を思い切り動かします。知ら

ないうちに、子どもの基本的な身体能力を使います。自然の中だからこそ失敗を恐れることなくチャレンジ

することもできます。五感をフルに働かせる遊びは健康そのものともいえます。 

子どもが主役・大人は見守る 

子どもの成長に欠かせないことが「遊ぶこと」です。毎日の遊びのなかで、さまざまな経験ができます。

大人が遊びを教えるのもよいのですが、子ども自身が「身近にあるものを使ってどう遊ぶか」や「どういう

ルールで遊ぶか」など考えることが大切です。自然の中で遊ぶときには危険が伴うこともあります。子ども

は遊ぶことに夢中になってしまいがちです。しかし何でも「危ないよ」「ダメだよ」と注意するのではなく、

大きなケガをしそうなときなど、大人の助けが必要なときに、しっかり手を差し伸べてあげられるように見

守るといいのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 



 

留意いただきたいこと 

 

 保育参加や送迎などの時に子ども達の様子をご覧になったり、保育園のことで何かご心配・ご不明な点が

ありましたら、気兼ねなく職員までお知らせください。 

園には、特別な配慮を要するお子様もいます。その時の子どもの姿だけを捉えて（生活の一部を切り取って）

他の保護者に噂話をしたり、メールを送信するなどして誤解や不安を招いたり、子どもの未完成な部分の話

だけでご判断されたりすることのないようにお願いいたします。 

子どもの社会性が育つためには、けんかやトラブルがとても大切な経験だということをご理解ください。 

 

尚、保護者の方で著しく当園の保育の妨げになるような行為があったり、他の園児や保護者に強い不安を与

えるような言動が見られた場合には、園にて話し合いをもち相互理解を図りますが、ご理解いただけなかっ

たり、言動に改善が認められなかったりする場合は、第三者委員を交えての話し合い、市への報告を行い、

協議をさせていただきます。 

 

保育中の怪我について 

 

 当保育園は、厚生労働省の定める基準や法令を遵守し、大きな事故にならないように配慮しています。 

また、定期的な安全点検や園内で起こった怪我等の原因を元に立てた対策や配慮を職員で共有し、安全な環

境で安心して思う存分活動してもらえるよう様々な配慮をしています。 

しかし、子ども達が十分に身体を動かして遊ぶと、転んでも手が出ないことなどからぶつけたり擦り傷を作

ったり、友達と頭をぶつけてたんこぶをつくったりすることなどが起こりえます。 

園では、子ども達の主体的な活動を大切にしていますので、園生活に慣れてくると、自分一人であるいは友

達と一緒に様々な場所に行くようになります。子ども達が大きくなった時に大きな怪我をしないようになる

には、小さな怪我をしながら、自分で危険を察知し、回避する（リスクをコントロールする）力を身につけ

なければなりません。 

この時期に本来身につけるべき能力を育てるには、そのような経験も必要であることをご理解ください。 

 なお、保育中や送迎中に怪我をした場合は、応急手当をした後病院にて治療を受け、翌日以降、集団生活

が可能になるまで、誠に申し訳ありませんが保護者の付き添いで通院と休園をお願いします。 

既往症や特別な配慮を必要とする場合は健康状況調査票に記入してください。 

特別な配慮を必要なお子様（食物アレルギー・個別支援が必要）は医師の診断書等の提出をお願いすること

がありますが、保育を進めるにあたり必要なものですので提出期限内に提出をお願いします。 

 

 

 

このしおりは、お子様が卒園されるまで保管し、必要な時にご利用ください。 
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１．施設概要 

① 園施設の概略 

施設名 

 城山
し ろ や ま

保育園
ほ い く え ん

上石
か み い し

原
わ ら

 

所在地 

〒１８２-００３５ 

東京都調布市上石原三丁目８番１０ 

TEL  ０４２-４９０-２０３１ 

FAX  ０４２-４９０-２０３２ 

URL   http：//ｗｗｗ.aobakai.or.jp/ 

E –mail  shiroyama-kamiishi@aobakai.or.jp  

 

定員・クラス編成 

  認可定員１２０名   

クラス名 ひよこ あひる ぺんぎん ね こ と ら らいおん 

年 齢 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

認可定員 ９名 １５名 ２４名 ２４名 ２４名 ２４名 

在籍人数 １２名 ２０名 ２４名 ２４名 ２４名 ２４名 

基準職員配置 ３：１ ５：１ ６：１ １５：１ ３０：１ ３０：１ 

職員配置 ４ ４ ４ ２ １ １ 

規模 

  敷地面積    １２６５．１９㎡    

延床面積        ８４２．４㎡      

構造規模    木造 ２階建て（準耐火建築物）                       

工期      着工 平成２５年 １月    竣工 平成２５年 ６月  

  開園日      平成２５年 ７月 １日  

開園時間・休園日 

午前７時～午後８時  13 時間開園（延長保育時間を含む） 

*「保育短時間」利用区分の方は午前 8 時 30 分～午後 4 時 30 分（一日最大 8 時間）の保育時間になります。 

休園日：日曜・祝日・年末年始 12/29～1/3 

入園対象児 

０歳児～５歳児 就学前まで 

産休明けの生後 57 日を経過し健康診断の結果、健康であること 

児童福祉法による入所児童であること      

  

 

 

 



事業概要 

延長保育・・・・・・午後６時～午後８時 

産休明け保育・・・・生後５７日目より 

障がい児保育・・・・集団保育が必要で、可能な範囲で受け入れています。 

一時預かり事業・・・午前 8 時 30 分～午後５時 一日 8 名まで 

地域子育て支援・・・キッズランチ、お外で遊ぼう会、小中高生の育児体験受入 

地域開放スペース、子育て相談等 

 

職員体制 

  園長、主任、保育士、看護師、栄養士、調理師等、衛生推進者、衛生管理者 

  〈都の基準以上の職員配置をしております〉 

（給食業務はシダックスフードサービス（株）に委託しております） 

  

嘱託医 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ園 

   

城山保育園                      調布城山保育園 

  〒206-0803 稲城市向陽台六丁目４番地      〒182-0012 調布市深大寺南町３丁目１７番３５ 

  TEL 042-378-4680   FAX 042-378-4710  TEL042-452-9496 FAX042-452-9497 

    E-Mail shiroyama@aobakai.or.jp          E-Mail  chofu-shiroyama@aobakai.or.jp 

    URL  http：//www.aobakai.or.jp/                URL   http：//www.aobakai.or.jp/ 

 

  城山保育園南山 

〒206-0804稲城市百村１４６1番１ 

TEL 042-401-6442   FAX 042-401-6441 

E –Mail  minamiyama@aobakai.or.jp 

URL  http：//ｗｗｗ.aobakai.or.jp/ 

 

  

 

 

 

                      

辻医院 

医  師 荒井 菜穂子 先生 

調布市下石原３－６０－４       042(482)2891 

 

星野歯科医院  

医  師 星野 吉計 先生 

調布市上石原２－９－２        042(48１)0813 

http://www.aobakai.or.jp/
mailto:minamiyama@aobakai.or.jp


② 園舎見取り図 
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